












1）	 	 	 　　　
	 Cheolsu-ka	 kay-hanthe 	 ccot-ki-ta





On the Possessor passive and Possession passive:




2）	        　　　  　　　　  . 
	 hyeonkwan-uro	……	 hwatan-i	 mantuleo-ci-eo isseoss-ta
	 玄関口に続く石畳の右側には　　　　 	花壇が 	 作られていた。（由）
3）	 	 	 	 　　　
	 Cheolsu-nun seonsayngnim-hanthe sul-ul apsu-tangha-yeoss-ta













4）	       ,   　　　　　  　　　　  .
	 ･････････　　　thothonun chimascarak-ul putcap-hi-ko malassta
	 	トットちゃんが，あと，ちょっとでドア，というときに，　　　　 　	
つかまえられてしまった　（ト）
3’）	 	 	 	 　　　
	 Cheolsu-nun seonsayngnim-hanthe sul-ul apsu-tangha-yeoss-ta






















5）	 夏枝は村井に心をひかれはした。	 	 （氷点）
	    　　　   
	 　　（夏枝は村井に心がひかれはした）
6）	 あれに答えて，プライバシーを知られても困る。	 （火車）
	    　　　　　    .
	 　　（プライバシーが知られても困る）
7）	 一度冤罪をかぶった人間が，再捜査や再審で無罪を立証されても
	         ,   　　　 
	 　　（無罪が立証されても）	（火車）
上の例文は，能動文における「自分のプライバシーを／冤罪をかぶった人


















5’）	 a.［       ］
	 	 （村井が	 夏枝の	 心を	 ひいた）
	 	b. 自動詞化　　［ （   ）	sub			 ］s	
	 	 村井に	 夏枝の心が	 ひかれた
	 	c. 主題化及びかき混ぜ
	 	 ［ top	    s］s´








8）	 a.	     .	 	 （私が花子を見る）















9）	 a.　     	 （花子の目がきれいだ）
	 b.　   	 （花子は目がきれいだ）














































































14）	 	お見合いに出ると言ったときに，私は心 { が／を } 揺さぶられていた
かもしれない。
	 	       ,   　　　　 　     	
.　（N）7
	 ･･････　　　･･･　　nanun maum-i　huntul-li-eossnun cito molunta
15）	発見当時，その死体はズボン { が／を } 脱がされていた。			
	   ,     　　　　  　　    .　（N）
	 ･･････　　　　　　　paci-ka　　peokki-eo-ci-eo-isseossta






	 　　　　　 　　    ,      .


















	      　　　 　　　　　
	 	 （切断 toy-eoss-ta/ ＊切断 tangha-yeoss-ta）
18）	太郎は	誘拐犯に 	足を切断された。
	    　　　 　　　　　














	 b.	   ,     
	 	 　　 　　　　　　 　　　　　
	 	 （破壊 toy-eo iss-eoss-ta/ ＊ tangha-eo iss-eoss-ta）
20）	 a.	その町は，武装集団に民家を破壊された
	 b.	   ,       　　　　　　　
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7	 Naver NEWS 検索から引用。http://se.naver.com/
8	 一方，「持ち主の受身」に用いられている韓国語動詞の特徴を見ると，「 （噛ま
れる・くわれる）， （つねられる）， （踏まれる）， （蹴られる），
（奪われる・とられる）」のように，動作主の積極的な働きを表す動詞で，動
作主の行為が所有物の持ち主にまで及ぶ可能性の高い動詞である。つまり，対象（所
有物）が被る影響をその持ち主がそのまま感知できるような動詞で，所有物への影響
がその持ち主の影響として捉えやすい事態である。たとえば「指を噛まれる，背中を
つねられる，お金を奪われる」といった事態において，持ち主は動詞の語幹が表す事
態の直接の対象ではないが，所有物への影響をそのまま持ち主への影響として捉えら
れる。したがって，焦点が所有物よりは持ち主におかれやすいため，所有物への影響
がその持ち主である受身文の主語にまで間接的に及んでいるという意味での間接受身
の表現として用いられると考えられる。
9	 韓国語漢語動詞の受身形式とアスペクトの関連については塚本・鄭（1994）でも言及
されている

